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企
画

A. 
業界研究

1. 介護保険制度について理解する ・・・ 介護報酬の仕組み、加算など
2. 介護サービスの種類を理解する ・・・ 様々なサービス種別ごとの違い
3. 介護現場について理解する ・・・ どのような業務や活動から成っているか
4. 既存の製品・サービスについて理解する ・・・ どのような競合があるか、普及状況はどうなっているか

B. 
ニーズ調査

1. 課題を深堀し分析する ・・・ 現場の観察の仕方、現場との対話の仕方
2. 課題の普遍性を確かめる ・・・ 情報は多くの現場から集める
3. 介護業界と他業界の違いを意識する ・・・ 知見を横展開できるかどうか慎重に

C. 
コンセプト
企画

1. 製品・サービスのねらいを明確化する ・・・ それを使うことで利用者・職員にどうなってほしいか
2. 介護の全体の流れを俯瞰的に意識する ・・・ 一部分だけでなく前後動作などにも注目
3. 介護の基本精神を意識する ・・・ 尊厳の保持と自立支援、プライバシーの保護
4. コンセプトについて介護現場からフィードバックを得る ・・・ お金を出して買いたいと思ってもらえるか

D. 
ビジネス
プラン検討

1. ターゲットを設定する ・・・ 事業所か在宅か、隣接ターゲットとしてどこまで狙えるか
2. （事業所向け）事業所の収益構造を理解する ・・・ コスト感覚はシビア、投資対効果アピールや補助金で訴求
3. （在宅向け）在宅の場合の購入原資を理解する ・・・ 福祉用具の保険適用が重要
4. 上市後を見据えた体制を構築する ・・・ 導入後の継続活用を支援するためのサポートの仕組み・コスト等の検討

ステップ ステップ詳細

ケアテック開発事業者は「企画」と「実証」の工程を経て、サービスを開始いたします。
以下の図は、「企画」工程で実施する主な内容をまとめたものです。

ケアテック開発における「企画」工程
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ステップ ステップ詳細

実
証

F. 
実運用環境
での実証

1. 説明会を実施する ・・・ 実証の目的および実証の実施方法を現場に共有する
2. 実証を開始する ・・・ 現場の準備が整った状態を確認した上で、実証計画に従って実証をおこなう
3. 定点観測をおこなう ・・・ 実証が計画通りに進められているか、データが正しく蓄積されているか定期的に確認する

E. 
実証計画
の策定

1. 実証場所を決める ・・・ ビジネスモデルに適した実証場所を確保する
2. 検証目的・仮説を明確にする ・・・ 目標を具体的に定めた上で、製品導入後の姿を仮説とともに描く
3. 実証内容を定める ・・・ 評価指標、対象者数、適格条件、期間など実証に必要な内容を決める
4. 検証環境を整備する ・・・ 現場への依頼の仕方や検証参加の同意取得、リスクの共有

G. 
実運結果
の評価

1. データを収集・整形する ・・・ 実証で取得されたデータを収集するとともに分析可能な形に整形します
2. データを分析する ・・・ 各評価指標における結果を分析によって導く
3. 結論を導く ・・・ 各表指標の結果を確認しながら、実証における結論を導く
4. 実証および分析における限界を認識する ・・・ 本実証によって検証されなかったことや今後の課題を認識する

以下の図は、「実証」工程で実施する主な内容をまとめたものです。

実証終了後は、その結論を考慮して、次の工程となる「販売」に進めるかどうかを判断する。

ケアテック開発における「実証」工程



✓集計データのクレンジングや専門的な統計処理
等、必要な分析を実施した上で、実証結果を報
告書にして提出いたします。
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情報提供

✓弊社における資格・研修事業の担当者より、御
社にマンツーマンで、制度知識や業界事情、介護
現場の特徴等について講義を実施します。

アドバイス・ディスカッション

ネットワーク紹介 実証実行支援

「企画」「実証」工程において弊社が提供する主な支援内容

A. 
業界研究

✓社会福祉法人善光会にて、複数名に半日～
1日の介護現場体験機会を提供します。B. 

ニーズ調査

✓上記の経験を基に得られた質問やニーズ仮説
に社会福祉法人善光会の管理者よりインタビュー
形式でお答えいたします。

C. 
コンセプト
企画

D. 
ビジネス
プラン検討

✓ A、Bの工程と並行して、弊社メーカー支援担
当者と定期的に打合せを実施します。打合せでは
毎度、各工程を完遂するために必要な助言や提
案を差し上げると共に、次回打合せに向けたTO 
DOを整理します。TO DO（各種申請や資料の
作成等）は、事業者様に中心となって実施いただ
きます。

E. 
実証計画
の策定

A~G. 
適時

✓各工程において、弊社の専門領域とは別の支
援リソースを必要とする場合、弊社の連携先機関
を紹介いたします。

F. 
実運用環境
での実証

G. 
実運結果
の評価

✓実証計画に沿って、社会福祉法人善光会にお
ける実証現場の調整をいたします。なお、当該施
設ではない場合も、ご希望あれば実証先の施設と
のコミュニケーションをサポートいたします。

✓C、Dの工程を基に、弊社が中心となって実証
計画書および評価表を策定いたします。
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